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私
た
ち
は
、

自
然
の
美
し
さ

か
ら
喜
び
を
得

る
こ
と
が
あ

る
。
春
の
日
ざ

し
、
雪
山
が
太

陽
を
反
射
し
て

輝
い
て
い
る
様

な
ど
か
ら
喜
び
を
感
ず
る
。

他
方
、
私
た
ち
は
他
者
か
ら

も
喜
び
を
得
る
こ
と
が
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や

り
、
言
葉
な
ど
に
喜
び
を
見

出
す
▼
ま
た
私
た
ち
は
、
自

分
の
行
為
か
ら
充
足
感
を
得

る
こ
と
が
あ
る
。
苦
労
し
て

何
事
か
を
達
成
し
た
時
に
は

喜
び
を
感
ず
る
。
さ
ら
に
私

た
ち
は
、
物
的
な
も
の
、
例

え
ば
身
の
回
り
に
あ
る
お
気

に
入
り
の
グ
ッ
ズ
な
ど
に
も

喜
び
を
見
出
す
▼
し
た
が
っ

て
、
自
然
、
他
者
、
自
己
、

モ
ノ
、
す
べ
て
に
関
し
て
満

足
で
き
る
状
況
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と

に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
私
た
ち
は
、
あ
る
こ
と

に
不
満
足
で
あ
り
、
何
か
が

欠
け
て
い
る
と
い
う
感
じ
を

も
つ
時
、
そ
れ
を
解
消
す
る

こ
と
へ
の
渇
望
を
い
だ
き
始

め
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
欠
如
を
解
消
す
る

こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
始

め
る
▼
ち
な
み
に
、
英
語
の

ｗ
ａ
ｎ
ｔ
と
い
う
言
葉
に

は
、欲
す
る
と
い
う
意
味
と
、

欠
け
て
い
る
と
い
う
意
味
と

が
あ
る
。
欠
け
た
も
の
が
何

で
あ
る
の
か
を
見
つ
め
直

し
、
そ
の
欠
如
を
埋
め
る
よ

う
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
の

中
に
も
喜
び
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
（
廣
田

俊
郎
）
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関西大学学長 河田 悌一

関西大学の一員になられた新入生のみなさん、ご入学おめでとうご
ざいます。宋の著名な文学者であった蘇軾（号は東坡）は
―春宵一刻値千金、花に清香あり月に陰（かげ）あり
と詠っていますが、陽春の候、創立１２０周年という記念すべき年に、み
なさんを関西大学に迎えますことを、私は学長として心からうれしく
思っています。
みなさんが大学生活を送る２１世紀初頭の現代は、いかなる時代なの
でしょうか。激動の時代、変化と個性の求められるモデルなき時代、
といえるでしょう。と同時に、この現代は後世から振り返ってみて、
歴史的にきわめて重要な時代であった、と評されるに違いありませ
ん。
日本そして世界が、ここ１０数年来のＩＴ化の驚異的発展とグローバ
ル化の進展によって、大きく変化してきたからです。たとえば、ＩＴ
化はみなさんが使っている携帯電話とコンピュータの普及によって、
まさに身をもって体験していることでしょう。
そうした状況のもとで、今を生きる私たちは、大量の情報に振り回
されることなく、正しい判断のできる目を養い、問題点を発見し、解
決する能力を養成してゆかなければなりません。
では、どのようにしてそんな能力を獲得することができるのでしょ
う。それには、まず発想の転換が必要です。断片的な知識を集める受
動的な勉強を捨て去り、能動的な勉強、自発的な学び方をするので
す。
もっと自由に、さまざまなことに疑問を抱き、問題点を見つけ、そ
の解答を求める、という知的好奇心をもつことが、何にもまして大切
です。哲学者のアリストテレスは、こう述べています。
―すべての人間は、生まれつき、知ることを欲する
だが知的好奇心をもち続けるけることは、容易ではありません。み
なさん一人ひとりが、強い意志と目的意識をもって大学生活を真剣に
送らなければ、それを持続することはできません。
そのため、みなさんは親離れをして精神的に自立し、活力と良識を
もった人になる必要があるのです。
大学時代にみなさんは、問い、調べ、考え、述べることを訓練する
とともに、自分自身の生きる道を発見して欲しいのです。
そのためには、この４年間にいろいろな経験を積むことが重要で

す。ゼミ、クラブ活動やサークル活動、アルバイト、企業や官庁や学
校などで一定期間の実習をするインターンシップ、教育実習等など
…。
それだけではありません。学生時代に多くの本を読み、友人と一緒
に、またときには一人で、旅することも大事な経験です。関西大学に
入学した新入生のみなさんが、意欲的に学び、さまざまな人と出会
い、「将来いかに生きるか」を真剣に考えてくださることを、心から希
望しています。
と同時に、多くの知的好奇心に溢れた、意欲ある新入生のみなさん
が、関西大学で有意義な４年間をすごして知識と技術を獲得し、日本
のみならず海外において、社会的貢献ができる人間に成長していかれ
るよう、私は学長として最大限の応援をする所存です。
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新
任
教
員
紹
介

新
任
教
員
紹
介

新
任
教
員
紹
介
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社
会
学
部
教
授
。
専
門
は
計
量
心
理
学

で
、
多
変
量
解
析
を
駆
使
し
て
の
心
理
テ

ス
ト
の
理
論
的
解
明
と
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
診
断
法
を
研
究
し
て
い
る
。
学
部
お

よ
び
大
学
院
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
科

目
を
担
当
し
て
い
る
。

本
学
で
「
電
子
計
算
機
室
」
の
開
設
時

か
ら
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
。
そ
の
後
「
情

報
処
理
セ
ン
タ
ー
」「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
発
展
し

て
い
く
中
、
委
員
・
所
長
を
歴
任
し
、
本

学
の
情
報
化
の
最
先
端
で
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
。

所
長
就
任
時
に
は
、
学
内
外
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
と
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
利

用
環
境
の
整
備
に
努
め
、
他
の
私
立
大
学

に
先
駆
け
て
、
衛
星
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。

平
成
十
六
年
に
は
、「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
」
の
接
続
拠
点
選
定
に
尽
力
し
、
超

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

今
後
、
情
報
基
盤
の
さ
ら
な
る
整
備
と

と
も
に
、
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
構

成
員
が
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」
大
学

の
各
種
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
活
用
で
き

る
「
Ｉ
Ｔ
に
強
い
関
大
」
の
牽
引
役
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た

い
。

法
学
部

教
授

田
村

詩
子

昭
和
五
十

九
年
神
戸
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
退
学
後
、
龍
谷
大

学
を
経
て
、
本
学
に
着
任
。
専

攻
は
会
社
法
。
取
締
役
の
義
務

と
責
任
、
合
併
や
企
業
再
編
等

を
対
象
に
研
究
。

教
授

松
尾

知
子

平
成
五
年

慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
後

期
博
士
課
程
を
経
て
京
都
産
業

大
学
に
勤
務
後
、
本
学
に
着

任
。
専
攻
は
民
法
。
親
族
・
相

続
法
関
係
の
論
文
が
多
く
、
財

産
法
も
精
し
い
。

助
教
授

西
村

枝
美

平
成
十
二

年
九
州
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

課
程
単
位
修
得
後
退
学
。
東
北

学
院
大
学
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。
専
攻
は
憲
法
学
。
判
例
の

内
在
的
理
解
を
通
し
て
、
憲
法

学
の
再
構
築
を
試
み
る
。

文
学
部

教
授

池
見

陽

昭
和
五
十

五
年
シ
カ
ゴ

大
学
修
士
課

程
、
平
成
二

年
医
学
博
士
（
産
業
医
科
大

学
）
。
産
業
医
科
大
学
、
岡
山

大
学
、
神
戸
女
学
院
大
学
教
授

を
経
て
着
任
。
専
門
は
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
心
理
学
で
著
書
多

数
。

助
教
授

岡
田

忠
克

大
阪
市
立

大
学
大
学
院

生
活
科
学
研

究
科
修
了
。

博
士
（
学
術
）。
大
阪
産
業
大
学

助
教
授
か
ら
本
学
文
学
部
に
着

任
。
専
門
は
社
会
政
策
お
よ
び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
論
。
行
政

の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
研

究
。

助
教
授

藤
江

康
彦

広
島
大
学

大
学
院
教
育

学
研
究
科
修

了
。博
士（
教

育
学
）。
専
攻
は
学
校
教
育
・
教

育
心
理
学
。
お
茶
の
水
女
子
大

学
・
助
教
授
か
ら
本
学
へ
着

任
。
現
在
の
関
心
は
、
教
科
学

習
に
お
け
る
談
話
研
究
。

助
教
授

村
上

泰
子

京
都
大
学

大
学
院
博
士

課
程
退
学

後
、
図
書
館

実
務
を
経
験
。そ
の
後
梅
花
女
子

大
学
を
経
て
本
学
へ
。専
門
は
図

書
館
情
報
学
。情
報
の
組
織
化
を

中
心
に
デ
ジ
タ
ル
環
境
下
の
情

報
流
通
に
つ
い
て
幅
広
く
研
究
。

専
任
講
師

加
戸

陽
子

昭
和
五
十

一
年
生
ま

れ
。
兵
庫
教

育
大
学
大
学

院
修
了
。博
士（
学
校
教
育
学
）。

岡
山
大
学
教
育
学
部
か
ら
本
学

心
理
学
専
修
へ
。
専
門
は
発
達

障
害
の
実
証
的
研
究
。
養
護
学

校
教
諭
専
修
免
許
も
取
得
。

専
任
講
師

笹
川

慶
子

早
稲
田
大

学
大
学
院
修

了
。
同
大
学

助
手
等
を
経

て
着
任
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
な
ど
に
留

学
。
専
門
は
映
画
研
究
で
、
特

に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
映
画
と
日
本
映
画
に
造
詣
が

深
い
。趣
味
は
テ
ニ
ス
と
旅
行
。

専
任
講
師

豊
田

真
穂

津
田
塾
大

学
英
文
学
科

卒
業
。
東
京

大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
学
術
）。
米
国
イ
ェ

ー
ル
大
学
に
一
年
間
留
学
。
専

門
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
、
ア
メ
リ

カ
史
、
日
米
関
係
史
。

経
済
学
部

助
教
授

土
居

潤
子

神
戸
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
博

士
課
程
修

了
。
博
士
（
経
済
学
）
。
京
都

産
業
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師

を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は

内
生
的
成
長
論
。
経
済
成
長
を

主
に
技
術
進
歩
の
観
点
か
ら
研

究
。

専
任
講
師

榊
原
雄
一
郎

東
北
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
博

士
課
程
修

了
。
博
士
（
経
済
学
）。
福
井
県

立
大
学
地
域
経
済
研
究
所
を
経

て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
地
域

経
済
学
。
研
究
テ
ー
マ
は
企
業

活
動
と
地
域
経
済
に
つ
い
て
。

商
学
部

助
教
授

北
山

弘
樹

九
州
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

単
位
修
得
後
退
学
、九
大
経
済
学

部
助
手
、浜
松
短
期
大
学
商
科
、

大
分
大
学
経
済
学
部
を
経
て
着

任
。専
攻
は
会
計
学
。分
担
執
筆

『
特
許
権
価
値
評
価
モ
デ
ル
』。

社
会
学
部

教
授

高
増

明

京
都
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
博

士
課
程
修

了
。
経
済
学
博
士
。
大
阪
産
業

大
学
経
済
学
部
長
を
経
て
着

任
。
専
攻
は
国
際
経
済
学
と
シ

ス
テ
ム
数
理
分
析
の
進
化
経
済

学
。
関
西
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
常

任
理
事
。

教
授

松
井

修
�

佐
賀
県
出

身
。
福
岡
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
修
得
退
学
。
県
立

長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
教
授
、

副
学
長
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。
専
門
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
情

報
の
倫
理
、
法
律
、
制
度
。

総
合
情
報
学
部

教
授

山
内

正
敏

京
都
大
学

大
学
院
理
学

研
究
科
修
士

課
程
修
了
。

京
都
大
学
理
学
博
士
。
専
門
は

数
学
（
整
数
論
）
。
主
著
『
詳

説
演
習
ベ
ク
ト
ル
解
析
』
。
近

畿
地
区
大
学
教
育
研
究
会
専
門

委
員
等
を
歴
任
。
京
都
大
学
名

誉
教
授
。工

学
部

教
授

竹
腰

見
昭

京
都
大
学

大
学
院
理
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
を

所
定
単
位
取
得
後
退
学
。
理
学

博
士
。
大
阪
大
学
大
学
院
助
教

授
を
経
て
、
本
学
に
着
任
。
専

門
は
多
変
数
複
素
解
析
学
、
複

素
多
様
体
論
、
微
分
幾
何
学
。

教
授

藤
田

勝
也

京
都
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

課
程
修
了
。

工
学
博
士
。
福
井
大
学
助
教
授

を
経
て
、
本
学
に
着
任
。
専
門

は
建
築
史
、
と
り
わ
け
日
本
の

住
宅
の
歴
史
的
特
質
の
解
明
。

教
授

�
田

稔

大
阪
大
学

大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科

博
士
後
期
課

程
を
所
定
単
位
取
得
後
退
学
。

工
学
博
士
。
電
気
通
信
大
学
大

学
院
助
教
授
を
経
て
、
本
学
に

着
任
。
専
門
は
確
率
論
。

助
教
授

大
洞

康
嗣

岐
阜
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）。
北
海
道
大

学
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
助

手
を
経
て
、
本
学
に
着
任
。
専

門
は
触
媒
化
学
、
有
機
化
学
、

有
機
金
属
化
学
。

助
教
授

川
�

英
也

九
州
大
学

大
学
院
理
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
理
学
）。
九
州
大
学

大
学
院
助
手
を
経
て
、
本
学
に

着
任
。
専
門
は
、
界
面
コ
ロ
イ

ド
化
学
、
高
分
子
化
学
。

専
任
講
師

稲
田

貢

北
陸
先
端

科
学
技
術
大

学
院
大
学
材

料
科
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士

（
材
料
科
学
）
。
情
報
通
信
研

究
機
構
研
究
員
を
経
て
、
本
学

に
着
任
。
専
門
は
物
性
物
理

学
。

専
任
講
師

岡

絵
理
子

大
阪
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）。
シ
ン
ク
タ

ン
ク
、
都
市
計
画
系
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
を
経
て
、
大
阪
大
学

講
師
よ
り
本
学
に
着
任
。
専
門

は
建
築
計
画
学
、
住
環
境
学
。

助
手

安
達

直
世

奈
良
先
端

科
学
技
術
大

学
院
大
学
情

報
科
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士

（
工
学
）。
同
大
学
助
手
を
経

て
、
本
学
に
着
任
。
専
門
は
通

信
工
学
、
シ
ス
テ
ム
工
学
。

助
手

檀

寛
成

京
都
大
学

大
学
院
情
報

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
情
報
学
）。
民
間

企
業
の
研
究
員
を
経
て
、
本
学

に
着
任
。
専
門
は
非
線
形
最
適

化
問
題
と
そ
の
関
連
問
題
。

助
手

矢
島

辰
雄

名
古
屋
大

学
大
学
院
理

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

を
所
定
単
位
修
得
後
退
学
。
博

士
（
理
学
）。
本
学
先
端
科
学
技

術
推
進
機
構
の
委
託
研
究
員
な

ど
を
経
て
、
本
学
に
着
任
。
専

門
は
生
体
関
連
物
質
化
学
。

助
手

和
田

友
孝

大
阪
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）
。
和
歌
山

大
学
助
手
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。
専
門
は
無
線
通
信
シ
ス
テ

ム
。

外
国
語
教
育

研
究
機
構

教
授

�
田

信
介

昭
和
五
十

五
年
カ
ン
ザ

ス
大
学
教
育

学
部
修
士
課

程
修
了
。
立
命
館
大
学
教
授
を

経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
教

育
工
学
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
英
語

教
育
を
研
究
・
実
践
し
て
い
る
。

会
計
専
門
職

大

学

院

教
授

宮
本

勝
浩

大
阪
大
学

大
学
院
修
士

課
程
修
了
。

博
士
（
経
済

学
）神
戸
大
学
。大
阪
府
立
大
学

教
授
、
副
学
長
を
経
て
着
任
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
、
南
京
大

学
等
で
客
員
教
授
も
。
専
門
は

経
済
理
論
、
国
際
経
済
学
。

教
授

宗
岡

徹

東
京
大
学

文
学
部
卒
業

後
、
神
戸
商

科
大
学
大
学

院
経
営
学
研
究
科
博
士
前
期
課

程
修
了
。
日
本
興
業
銀
行
、
ソ

ニ
ー
等
を
経
て
着
任
。
公
認
会

計
士
。
専
門
は
年
金
会
計
、
公

会
計
、財
務
分
析
、管
理
会
計
。

助
教
授

加
藤

久
明

立
命
館
大

学
大
学
院
経

営
学
研
究
科

博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
経
営
学
）
立
命
館

大
学
。
弘
前
大
学
、
大
阪
経
済

大
学
助
教
授
を
経
て
着
任
。
専

門
は
財
務
会
計
、
研
究
テ
ー
マ

は
リ
ー
ス
会
計
。

助
教
授

坂
口

順
也

神
戸
大
学

大
学
院
経
営

学
研
究
科
博

士
課
程
後
期

課
程
修
了
。
博
士
（
経
営
学
）

神
戸
大
学
。
関
東
学
園
大
学
専

任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
着

任
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
組
織

間
管
理
会
計
。

助
教
授

三
島

徹
也

本
学
大
学

院
法
学
研
究

科
博
士
課
程

後
期
課
程
単

位
修
得
後
退
学
。
近
畿
大
学
専

任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
着

任
。
専
門
は
商
法
、
会
社
法
。

研
究
テ
ー
マ
は
従
業
員
持
株
制

度
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
バ
イ
ア

ウ
ト
の
法
的
考
察
。

新新
役役
職職
者者
決決
まま
るる

新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決

ま
り
、
四
月
一
日
付
で
次
の
と

お
り
発
令
さ
れ
た
。

▼
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
▲

所
長

社
会
学
部
教
授

東
村

高
良

▼
大
学
院
▲

▽
会
計
研
究
科
△

研
究
科
長

教
授

柴

健
次

同
代
理
兼
入
試
主
任

助
教
授

富
田

知
嗣

教
学
主
任

教
授

松
本

祥
尚

法
人
人
事

三
月
二
十
三
日
開
催
の
理
事

会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
新

役
員
が
決
定
し
た
。

な
お
、
就
任
は
平
成
十
八
年

四
月
一
日
。

常
務
理
事

上
原

洋
允

大
学
人
事

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り

昇
任
の
発
令
が
あ
っ
た
。

▼
法
学
部
▲

助
教
授

上
田

真
二

〃

西

平
等

〃

吉
田

直
弘

▼
文
学
部
▲

教
授

大
島

薫

教
授

佐
藤

裕
子

〃

長
谷

洋
一

〃

原
田

正
俊

〃

比
留
間
太
白

助
教
授

小
林

剛

〃

安
田

忠
典

▼
経
済
学
部
▲

助
教
授

壽
里

竜

▼
商
学
部
▲

助
教
授

馬
場

一

▼
工
学
部
▲

助
教
授

荒
地

良
典

〃

坂
口

聡

〃

春
名

匠

専
任
講
師

岩
木

宏
明

専
任
講
師

田
地
川

勉

〃

星
山

康
洋

▼
外
国
語
教
育
研
究
機
構
▲

教
授

靜

哲
人

〃

ア
ラ
ン
・
ハ
ン
ト

助
教
授

柏
木
貴
久
子

〃

名
部
井
敏
代

▼
大
学
院
▲

▽
法
務
研
究
科
△

教
授

占
部

洋
之

〃

越
山

和
広

四
月
一
日
付
で
商
学
部
か
ら

大
学
院
会
計
研
究
科
へ
の
移
籍

の
発
令
が
あ
っ
た
。

教
授

柴

健
次

〃

松
尾

聿
正

〃

松
本

祥
尚

助
教
授

富
田

知
嗣

新
任
職
員

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室

小
林

輪
子

学
事
課

新
井
麻
衣
子

法
学
部
事
務
室

西
口

卓
至

文
学
部
事
務
室

澤

英
俊

商
学
部
事
務
室

粂

麻
理
子

社
会
学
部
事
務
室

津
田

輝
一

工
学
部
事
務
室

中
山

香
織

外
国
語
教
育
研
究
機
構
事
務
室

橋
詰

直
子

法
科
大
学
院
事
務
室永

山

大
輔

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

緒
方

卓
也

学
生
生
活
課

古
橋

勇
希

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

島
岡

健
太

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室

常
田

恵
子

シ
ス
テ
ム
開
発
課

新
居

知
征

新
役
職
者
紹
介

インフォメーショ
ンテクノロジーセ
ンター所長

東村 高良

�
Ｉ
Ｔ
に
強
い
関
大
�の
牽
引
役

（２）平成１８年（２００６年）４月１日第 ３３４ 号
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こ
の
た
び
、
本
学
は
米
国
の

セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
カ
レ

ッ
ジ
お
よ
び
エ
ク
ア
ド
ル
の
グ

ア
ヤ
キ
ル
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
大
学
と
の
間
に
学
生

交
換
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

つ
い
て
合
意
し
た
。
こ
の
二
校

を
加
え
る
と
本
学
の
協
定
大
学

数
は
二
十
八
大
学
と
な
る
。

セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
カ

レ
ッ
ジ
は
、
一
九
〇
四
年
に
聖

エ
ド
モ
ン
ド
協
会
に
よ
っ
て
創

立
さ
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

系
の
四
年
制
私
立
大
学
で
あ

る
。
学
生
は
約
千
九
百
人
、
教

員
は
百
四
十
四
人
で
あ
り
、
約

九
割
の
学
生
が
広
大
な
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
あ
る
学
生
寮
で
暮
ら

し
て
い
る
。
同
大
学
は
、
米
国

北
東
部
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
、
カ

ナ
ダ
に
囲
ま
れ
た
バ
ー
モ
ン
ト

州
最
大
の
町
バ
ー
リ
ン
ト
ン
近

隣
に
あ
る
コ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
と

い
う
湖
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
大
学
町
に
あ
る
。
留

学
生
が
学
部
の
授
業
に
つ
い
て

い
け
る
よ
う
特
別
な
Ｅ
Ｓ
Ｌ（
第

二
言
語
と
し
て
の
英
語
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
グ
ア
ヤ
キ
ル
・
サ
ン

チ
ャ
ゴ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

は
、
エ
ク
ア
ド
ル
南
西
部
、
首

都
キ
ト
か
ら
約
二
百
七
十
�
に

あ
る
グ
ア
ヤ
ス
州
の
州
都
で
経

済
活
動
の
中
心
都
市
で
あ
る
グ

ア
ヤ
キ
ル
に
あ
る
。
同
大
学

は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
庇
護
の

下
、
一
九
六
二
年
に
設
立
さ

れ
、
現
在
の
学
生
は
約
七
千
五

百
人
、
教
員
は
約
八
百
人
で
あ

り
、
法
学
部
、
文
・
教
育
学

部
、
経
済
学
部
、
工
学
部
、
医

学
部
等
の
学
部
と
大
学
院
を
擁

し
て
い
る
。
遠
隔
教
育
シ
ス
テ

ム
を
備
え
、
法
学
、
商
業
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
お
よ
び
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
基

礎
教
育
の
授
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
留
学
生
の
た
め
の

ス
ペ
イ
ン
語
科
が
あ
る
。
同
大

学
と
の
協
定
を
締
結
す
る
に
あ

た
り
、
校
友
の
今
井
邦
昭
氏
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
っ
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

系
大
学
と
の
学
生
交
換
協
定
に

よ
り
、
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
カ
レ
ッ
ジ
と
は
毎
年
一
人
、

グ
ア
ヤ
キ
ル
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
は
毎
年
二

人
枠
で
派
遣
を
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
先
方
大
学
で
の
授
業
料

が
全
額
免
除
さ
れ
、
派
遣
留
学

生
の
た
め
の
給
付
奨
学
金
制
度

も
あ
る
。
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
平
成
十
八
年

七
月
か
ら
、
グ
ア
ヤ
キ
ル
・
サ

ン
チ
ャ
ゴ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
、
平

成
十
九
年
度
交
換
派
遣
留
学
生

の
募
集
を
行
う
予
定
で
あ
る
の

で
、
両
大
学
へ
の
留
学
を
希
望

す
る
人
は
大
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
。

平
成
十
七
年
度
は
、
本
学
の

国
際
交
流
に
関
す
る
新
構
想
に

基
づ
い
て
、
世
界
各
国
に
九
校

の
協
定
大
学
を
増
や
し
た
が
、

さ
ら
に
、
平
成
二
十
一
年
ま
で

に
目
標
の
五
十
校
を
め
ざ
し
、

本
学
と
世
界
の
大
学
と
の
学
術

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
い
く
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー事

務
室
）

昨
年
か
ら
設
置
が
あ
い
つ
ぐ
会
計
専
門
職
大
学
院
は
、
わ

が
国
会
計
の
信
頼
を
回
復
し
、
日
本
経
済
を
根
底
か
ら
支
え

る
た
め
、
監
査
の
品
質
を
世
界
水
準
に
引
き
上
げ
よ
と
い
う

要
望
に
応
え
る
べ
く
、
高
度
な
専
門
知
識
と
職
業
倫
理
を
備

え
た
会
計
専
門
家
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
学
で
も
、
こ
の
四
月
に
会

計
専
門
職
大
学
院
（
正
式
名

称
、
大
学
院
会
計
研
究
科
）
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
学
新
大
学

院
は
「
会
計
心
を
も
っ
た
超
会

計
人
」（
プ
ロ
と
し
て
の
強
靭
な

精
神
と
他
者
に
負
け
な
い
優
位

性
を
備
え
た
会
計
人
）
を
養
成

す
る
と
い
う
教
育
理
念
を
か
か

げ
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
に
文

部
科
学
大
臣
か
ら
設
置
認
可
を

受
け
て
、
数
次
に
わ
た
る
学
内

試
験
お
よ
び
一
般
試
験
を
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
多
数
の
入

学
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

本
学
で
は
一
年
次
生
の
春
学

期
に
、
会
計
系
科
目
を
中
心
と

し
た
基
本
科
目
群
で
基
礎
力
を

修
得
す
る
。
そ
の
後
、
一
年
次

生
の
秋
学
期
か
ら
は
、
発
展
科

目
群
や
応
用
科
目
群
で
豊
富
な

会
計
知
識
を
身
に
つ
け
、
ケ
ー

ス
学
習
や
実
習
を
通
じ
て
会
計

的
セ
ン
ス
を
磨
い
て
い
く
。
同

時
に
、
超
会
計
人
に
向
け
て
、

非
会
計
系
科
目
（
法
律
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
な
ど
五
分
野
）
か
ら

戦
略
的
に
選
択
し
、
集
中
的
に

学
習
す
る
。
そ
の
際
、
個
性
と

経
験
豊
か
な
教
員
に
よ
る
ゼ
ミ

を
通
じ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り

の
将
来
設
計
に
あ
わ
せ
た
学
習

指
導
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
将

来
設
計
に
適
合
し
た
専
門
技
術

の
訓
練
も
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
学
生
の
自
習
ス
ペ

ー
ス
、
豊
富
な
図
書
、
教
員
と

の
相
談
の
機
会
確
保
は
当
然
と

し
て
、
答
案
練
習
も
、
在
学
二

年
間
を
通
じ
て
十
分
提
供
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

当
面
の
目
標
で
あ
る
公
認
会
計

士
試
験
の
合
格
を
容
易
に
す

る
。
ま
た
、
関
西
大
学
給
付
奨

学
金
、
校
友
会
奨
学
金
や
教
育

ロ
ー
ン
等
に
よ
っ
て
、
資
金
的

な
憂
い
な
く
勉
学
に
励
む
こ
と

が
で
き
る
。

大
学
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
優

秀
な
会
計
専
門
家
を
大
量
に
輩

出
で
き
る
よ
う
、
常
に
研
鑽
し

弛
ま
ぬ
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

文
学
部
で
は
、
平
成
十
六
年

に
締
結
さ
れ
た
「
関
西
大
学
と

吹
田
市
と
の
連
携
協
力
に
関
す

る
基
本
協
定
書
」
に
基
づ
い

て
、
平
成
十
八
年
度
春
学
期
に

「
文
学
部
連
携
講
座
�
（
吹
田

学
―
吹
田
の
魅
力
と
ま
ち
づ
く

り
―
）」（
春
学
期
、
専
門
選
択

科
目
、
土
曜
三
時
限
目
）
を
開

講
す
る
。

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
を

迎
え
た
二
十
一
世
紀
の
地
方
自

治
体
が
、
地
域
の
伝
統
と
歴

史
、
人
材
や
文
化
の
特
色
を
ど

の
よ
う
に
活
か
し
な
が
ら
個
性

溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
構
想
す

る
の
か
、
現
場
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
吹
田
市
の
行
政
担
当
者

が
講
師
と
な
り
、
リ
レ
ー
方
式

で
展
開
す
る
。

教
育
、
福
祉
、
環
境
、
安

全
、
国
際
交
流
、
情
報
公
開
な

ど
市
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
具

体
的
事
例
を
交
え
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
、
講
師
と
学

生
が
と
も
に
考
え
学
ぶ
、
ま
た

と
な
い
機
会
と
し
た
い
。
地
域

を
知
り
た
い
学
生
、
将
来
の
進

路
と
し
て
行
政
分
野
の
仕
事
を

希
望
す
る
学
生
、
地
方
自
治
の

役
割
に
興
味
を
持
つ
学
生
、
社

会
や
地
域
で
の
活
動
を
希
望
す

る
学
生
な
ど
幅
広
い
対
象
と
関

心
に
応
え
る
内
容
に
し
た
い
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う

学
生
に
と
っ
て
、
吹
田
は
第
二

の
ふ
る
さ
と
。
吹
田
エ
リ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
「
知
恵

の
マ
ッ
プ
」
を
手
に
入
れ
る
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
地
域
住
民

と
の
交
流
の
な
か
で
得
ら
れ
る

成
長
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
学

ぶ
こ
と
と
同
時
に
、
人
が
人
間

と
し
て
自
立
す
る
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
キ

ャ
ン
パ
ス
外
で
実
践
活
動
を
希

望
す
る
学
生
の
た
め
に
は
、
直

接
に
講
師
か
ら
ホ
ッ
ト
な
情
報

を
提
供
す
る
。

な
お
、
第
一
回
目
の
講
座
と

な
る
四
月
八
日
（
土
）
は
、
開

講
を
記
念
し
て
阪
口
善
雄
吹
田

市
長
を
迎
え
、
公
開
授
業
の
形

式
で
実
施
す
る
。
阪
口
市
長
の

講
義
の
あ
と
、
河
田
悌
一
学
長

と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
予

定
し
て
い
る
。
学
部
を
越
え
て

多
数
の
学
生
が
来
講
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

（
文
学
部
長

芝
井

敬
司
）

（
上
）米
国
の
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ（
下
）エ
ク

ア
ド
ル
の
グ
ア
ヤ
キ
ル
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

三
月
十
一
日
に
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
百
周
年
記
念
会
館
レ
ス

ト
ラ
ン
「
紫
紺
」
に
お
い
て
、

全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
と
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に

よ
る
「
二
〇
〇
六
年
度
教
員
採

用
試
験
合
格
者
祝
賀
会
」
を
開

催
し
た
。
本
祝
賀
会
は
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年

度
も
教
員
と
な
る
夢
を
実
現
し

た
在
学
生
・
卒
業
生
が
一
堂
に

会
し
、
そ
の
努
力
を
称
え
る
と

と
も
に
、
合
格
者
同
士
の
ヨ
コ

の
連
携
と
、
本
学
出
身
教
員
や

在
学
生
等
と
の
タ
テ
の
連
携
を

相
互
に
図
り
な
が
ら
、
情
報
交

換
し
や
す
い
関
係
作
り
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
開
催
し

た
。当

日
は
学
長
、
各
学
部
長
、

本
学
出
身
教
員
等
関
係
者
に
加

え
、
教
職
科
目
担
当
者
も
交
え

て
合
格
者
を
祝
福
し
、
学
長
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
終

始
な
ご
や
か
に
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
雰
囲
気
の
中
、
四
月
か
ら

教
員
と
な
る
に
あ
た
っ
て
希
望

あ
ふ
れ
る
抱
負
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
学
の
教
員
志
望
の
在

学
生
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
協
力
願
い
、
快
諾
を
得
ら

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
彼
ら

に
続
く
在
学
生
に
と
っ
て
も
心

強
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
）

近
年
、
社
会
人
の
再
教
育
が

叫
ば
れ
る
な
か
、
現
職
教
員
に

お
い
て
も
、
大
学
院
で
さ
ら
な

る
研
究
を
行
い
、
学
ん
だ
研
究

を
活
か
し
て
充
実
し
た
教
育
活

動
に
携
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
学

大
学
院
文
学
研
究
科
で
は
平
成

十
八
年
度
か
ら
、
外
国
語
教
育

学
研
究
科
で
は
平
成
十
九
年
度

入
学
試
験
か
ら
、
現
職
教
員
お

よ
び
教
員
経
験
者
を
対
象
に
し

た
「
一
年
制
博
士
課
程
前
期
課

程
」
入
学
試
験
を
実
施
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
文
学
研

究
科
の
場
合
、
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
特
定
課
題
研
究
や
演
習

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

外
国
語
教
育
学
研
究
科
の
場

合
、
少
人
数
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

形
式
の
「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
・
ス
タ
デ
ィ
」
科
目
と
幅
広

い
講
義
科
目
が
特
色
と
な
る
。

修
業
年
限
は
一
年
（
最
大
二
年

ま
で
在
籍
可
）
と
し
、
い
ず
れ

の
研
究
科
も
特
定
課
題
研
究
に

つ
い
て
の
最
終
試
験
に
合
格
す

れ
ば
、
修
士
の
学
位
が
授
与
さ

れ
る
。ま
た
、所
定
の
単
位
を
修

得
す
れ
ば
、
専
修
免
許
状
も
取

得
で
き
る
。
募
集
は
、
文
学
研

究
科
が
五
月
と
十
月
、
外
国
語

教
育
学
研
究
科
が
五
月
と
七
月

を
予
定
し
て
い
る
。
詳
細
は
大

学
院
事
務
室
ま
で
。

（
大
学
院
事
務
室
）

●
小
学
校
教
諭
（
一
種
）
免
許

状
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始

山
根
耕
平
神
戸
親
和
女
子
大

学
学
長
と
河
田
悌
一
学
長
と
の

間
で
「
関
西
大
学
と
神
戸
親
和

女
子
大
学
と
の
間
に
お
け
る
通

信
教
育
部
科
目
等
履
修
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
本
学
在
学
中
に
、

小
学
校
教
諭
（
一
種
）
免
許
状

を
取
得
す
る
の
に
必
要
な
科
目

を
神
戸
親
和
女
子
大
学
通
信
教

育
部
の
科
目
等
履
修
生
と
し
て

単
位
修
得
で
き
、
従
来
、
在
学

中
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
小
学
校
教
諭
（
一
種
）

免
許
状
取
得
が
可
能
と
な
る
。

た
だ
し
、
中
学
校
・
高
等
学
校

教
員
免
許
取
得
を
前
提
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
小
学
校
教
員
免

許
の
み
の
取
得
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
神
戸
親
和
女
子
大

学
が
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
通

信
教
育
部
発
達
教
育
学
部
児
童

教
育
学
科
（
初
等
教
育
学
コ
ー

ス
、
男
女
共
学
）
を
開
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
同
教
育
部
の
科

目
等
履
修
生
と
し
て
本
学
学
生

の
受
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
、
科
目
等
履
修
生
で
は
本
来

受
講
で
き
な
い
「
小
学
校
教
育

実
習
」
が
特
別
に
受
講
可
能
と

な
っ
た
た
め
実
現
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成

十
八
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

●
「
関
西
大
学
社
会
連
携
基
本

方
針
」
を
策
定

本
学
が
産
学
官
連
携
や
地
域

連
携
を
礎
と
し
た
社
会
貢
献
を

よ
り
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の

業
務
を
公
正
か
つ
効
果
的
に
行

う
姿
勢
を
社
会
に
向
け
て
明
示

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
関

西
大
学
社
会
連
携
基
本
方
針
」

を
策
定
す
る
。

●
「
関
西
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
規
程
」
を
制
定

「
関
西
大
学
社
会
連
携
推
進

本
部
規
程
」
に
基
づ
き
、
地
域

社
会
と
の
連
携
の
中
心
的
拠
点

と
し
て
、
本
学
お
よ
び
地
域
社

会
双
方
の
有
す
る
知
的
・
人
的

資
源
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
本
学
お
よ
び
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
関
西
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
規
程
」
を
制
定
す

る
。
施
行
期
日
は
平
成
十
八
年

四
月
一
日
。

本
学
は
、「
な
に
わ
・
大
阪
文

化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
棟

の
竣
工
記
念
お
よ
び
本
学
創
立

百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、「
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア

ン
デ
ス
の
秘
宝
―
」
展
を
開
催

す
る
。
こ
れ
は
、
本
学
の
教
育

事
業
に
格
別
の
理
解
を
も
つ
篤

志
家
か
ら
、
ペ
ル
ー
出
土
土
器

の
寄
託
を
受
け
て
特
別
公
開
す

る
も
の
で
あ
る
。

ペ
ル
ー
は
イ
ン
カ
帝
国
で
有

名
で
あ
る
が
、
今
回
寄
託
を
受

け
た
土
器
は
、
先
イ
ン
カ
時
代

に
も
優
れ
た
文
化
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
優
れ
た
造
形
で
あ

る
。
先
イ
ン
カ
時
代
の
神
や
王

の
姿
の
あ
る
土
器
、
海
老
や
オ

ウ
ム
、
カ
エ
ル
な
ど
不
思
議
な

形
の
土
器
、
イ
ン
カ
時
代
の
彩

色
尖
底
土
器
な
ど
を
含
ん
だ
寄

託
土
器
二
十
七
点
と
関
西
大
学

博
物
館
所
蔵
の
ペ
ル
ー
出
土
土

器
数
点
な
ど
を
あ
わ
せ
て
展
示

す
る
の
で
、
ペ
ル
ー
各
地
の
地

域
文
化
が
イ
ン
カ
へ
統
一
さ
れ

る
変
遷
を
見
て
ほ
し
い
。

（
博
物
館
事
務
室
）

二
月
九
日
、
本
学
は
三
井
住

友
銀
行
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
「
産
学
連
携
に
関

す
る
協
定
」
な
ら
び
に
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
「
知

的
財
産
権
の
技
術
移
転
に
関
す

る
基
本
契
約
」
を
締
結
し
た
。

本
協
定
は
、
本
学
と
三
井
住

友
銀
行
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
が
産
学
連
携
の
推
進

の
た
め
、
幅
広
い
協
力
を
積
極

的
に
行
い
、
学
術
の
発
展
お
よ

び
経
済
産
業
の
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
技
術
移
転
契
約
で
は
、
三

井
住
友
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
本
学

の
持
つ
知
的
財
産
の
事
業
化
の

可
能
性
や
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
検
討
、
市
場
調
査
な

ど
を
手
掛
け
、
技
術
移
転
を
図

る
。
産
学
連
携
活
動
の
成
果
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
用
化
・
事

業
化
に
お
い
て
、
三
井
住
友
銀

行
グ
ル
ー
プ
が
金
融
・
営
業
情

報
等
で
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
ほ
か
、
さ
ら
な
る
双
方
の

人
的
・
知
的
交
流
を
図
り
、
法

律
、
経
済
、
経
営
な
ど
の
幅
広

い
分
野
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演

会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
産
学

連
携
を
推
進
し
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
め
ざ
す
。

な
お
、
三
井
住
友
銀
行
グ
ル

ー
プ
が
、
私
立
大
学
で
知
的
財

産
権
の
技
術
移
転
に
関
す
る
契

約
を
締
結
し
た
の
は
、
本
学
が

初
め
て
で
あ
る
。

（
社
会
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

事
務
室
）

会
計
研
究
科
長

柴

健
次

教教員員採採用用試試験験
合合格格者者祝祝賀賀会会開開催催

情情報報交交換換のの
一一助助ととししてて

「会計心をもった超会計人」を養成

�
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア
ン
デ

ス
の
秘
宝
―
�
展
を
開
催

三井住友銀行と締結

産学連携に関する協定
知的財産権の技術移転
に関する基本契約

吹
田
市
と
連
携
講
座

文
学
部

文
学
研
究
科
・
外
国
語
教
育
学
研
究
科

現
職
教
員�
一
年
制
博
士
課
程

前
期
課
程
�入
学
試
験
実
施

米米
国国
とと
エエ
クク
アア
ドド
ルル
のの
二二
大大
学学
とと

学学
生生
交交
換換
協協
定定
をを
締締
結結

留
学
を
希
望
す
る
人
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
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ベーカリー＆カフェＳＵＮＭＡ
ＤＥでは、焼き立てのパンやサ
ンドイッチなど常に20種類以
上を用意。今後もどしどし新メ
ニューを増やしていくそうで、
お昼ご飯にぴったりのランチＢ
ＯＸの発売も予定しているらし
い。食べ応えのあるチキンカス

クート（200円）やパンとソースカツとの組み合せが絶
妙のカツサンド（250円）など、惣菜パンも美味である。
またコーヒーやカフェオレなどのドリンクもあり、安く、
しかしながらこれまでにない本格的なグルメカフェにな
っている。テーブル席で食べるのもいいが、天気のいい
日は昼休みにサンドイッチを買って、屋外で春の日差し
を浴びながらランチ、というのもいいだろう。

ＫＵシンフォニーホールにリニューアル
本紙第331号第８面で既報の

とおり、 風館の建設と合わせ
て誠之館４号館「特別講堂」の
改修工事が行われ、４月１日に
「ＫＵシンフォニーホール」とし
てリニューアルオープンした。
観客のアメニティ機能を向上

させるために、空調設備を完備
したほか、座席数を450から
362に減らし、座席のサイズお
よび隣席とのスペースを拡張し
ている。音響・照明の設備は、
出演者のパフォーマンスを最大限に演出するため、大幅にそ
の機能を向上させた。また、映写設備は、ビデオやDVD、プ
ロジェクターなどの最新機器が配置されている。
なお、４月18日（火）から、このホールのお披露目を兼

ねて、文化会各部による「文化フェスティバル」の一部が行
われる。詳細は本号６面を参照のこと。

以文館にレストラン「法文坂」がオープン
３月９日に竣工した以文

館１階に学生、教職員用の
食堂がオープンした。ここ
は法文食堂「一休」の閉店
に伴いオープンされたもの
で、280席を有する食堂
では、女子学生を意識した
豊富なメニューを取り揃え
ている。 風館と同様に、食堂ホールは厨房部分のシャッタ
ーを閉めることで、各種イベント会場としても利用できる。

コンビニ「Qeat」がオープン
これまで学内数箇所にあっ

たコンビニの店名を「Qeat
（キュイート）」と統一して、
リニューアルおよび新規オー
プンした。「Qeat本部店」
（第４学舎１号館ピロティ一
部）、「Qeat以文館店」（以文
館１階）、「Qeat経商店」（第

２学舎２号館１階）、「Qeat社会店」（第３学舎１号館１階）、
「Qeat体育館店」（中央体育館横）の５店がある（経商店、
社会店、体育館店は４月３日から）。パン、飲み物などの軽
食をはじめ、昼食時にはワゴンでの弁当販売も行っている。

誠之館１号館を取り壊し
風館の竣工に伴い、これまで関西大学生活協同組合の各

種施設が入っていた誠之館１号館は、取り壊されることが決
定している。なお、教科書販売は５月12日まで、誠之館１
号館オレンジルームにて行われる。

経商カフェテリアと「クークーハウス」が
閉店
第２学舎１号館１階の経商カフェテリアと新関西大学会館

３階「クークーハウス」が閉店され、カフェテリアは今年の
秋学期から教務センター（本紙第331号第２面参照）へとリ
ニューアルする予定である。

▼ソーラーフェンス
太陽光パネルを４階外部フェンス部
分に設置。「ソーラーフェンス」と名
付けられたこの屋上フェンスは、約
20ｋＷの発電能力を有している。自
然の恵みを無駄にすることなく、エ
ネルギーとして役立てている。

▼風力発電システム
工学部の安田陽助教授が設計した、
小型垂直軸風車（サボニウス型風車）
を屋上に９台設置。風車のイメージ
とはほど遠い形状だが、低風速の場
合でも効率的に発電できるという点
が最大のセールスポイントだ。

▼コージェネレーションシステム
コージェネレーション設備による発
電により、電力負荷の低減を図ると
ともに、そのガスエンジンの排熱を
学生ラウンジの床暖房や、館内の冷
暖房、厨房の給湯などに有効利用。
尚文館に設置されているシステムよ
りも、かなりパワーアップしている。

▼Low-E複層ガラス
大きな開口部には、断熱性・遮
熱性に優れたLow-E複層ガラス
を採用。紫外線・赤外線反射吸
収コーティング剤「アレイガ」
を塗布することで、空調負担の
低減も図っている。

▼井水・雨水利用システム
深さ200ｍの井戸からくみ上げた地
下水を処理したうえ、キャンパス全
体の飲用水として利用。また、屋上
に降った雨水を集水して、植栽の散
水にも使われている。

▼生ごみ処理システム
２階食堂から出る生ごみを
減量・リサイクルするシス
テムを導入。１回に100
㎏／台の処理が可能で、毎
日発生する生ごみに対応す
る。

▼ＥＣＯディスプレイ
２階の食堂エントランスに設置されている。
風館で採用している環境配慮技術のシステ

ムフローとエネルギーデータが表示されてい
て、どれだけの電力が作られているかリアル
タイムで目にすることができる。

マスコミ研究部は映像、広告、出版、夕刊の4つ
のパートに分かれて活動している。今回の特集の
企画・編集に携わったのは出版パート。主な活動
はフリーペーパーの作成で、今年は学園祭用の冊
子を作りたいと思っている。

地球にやさしい建物
～　風館快適空間の秘策～

関連トピックス�

２階・３階の
愛称決まる

３
F

３
F

４
F

４
F

屋上屋上

１
F

１
F

３階は「生活応援プラ
ザ カリオン」。生協の提
供する物販商品とサー
ビスカウンターがワン
フロアに配置されてい
る。大学生活に必要な
商品が揃う総合ストア
として、学生の強い味
方になってくれそうだ。

「生活応援プラザ カリオン」

オブジェのようなおしゃれな椅子も多
数配置されているので、このオープン
スペースを友達との待ち合わせに利用
したり、授業の空き時間をぼんやりと
過ごしたりと、大いに活用できそうだ。
学生生活課やボランティアセンターが
移設されたことで、課外活動エリアに
近くなり、何かと便利になった。

学生ラウンジ
学生ラウンジの柱やカウンターテーブ
ルには、情報コンセントと電源が全部
で216セット組み込まれている。無線
ＬＡＮも設置されているので、館内で
最大1000人が同時にインターネット
を利用できるそうだ。ノートパソコン
を設置してもらえるともっとうれしい
のだが、防犯上の問題があって難しい
のだろう。

ＬＡＮ環境

１階の学生ラウンジに入るとまず感
じるのは、全面ガラス張りの開放感
とおしゃれで快適な空間の心地よさ
だ。暖かい雰囲気に包まれるのは、
発電システムの排熱を利用した床暖
房のおかげ。利用する学生がより快
適に過ごせるような斬新な工夫がこ
こにも施されている。

床暖房
２階は生協自慢のレストラン「ダイニング
ホール ディノア」。吹き抜けの窓から注ぐ
太陽が、真新しい木目調のテーブルを照ら
し出して、とても気持ちいい。席数は
1000席を超え、旧館にあった手狭さも改
善された。賑やかで活気あふれる空間にな
りそうなこのエリアには、お昼休み以外の
時間にも足繁く通うことになるだろう。

レストラン
「ダイニングホール ディノア」２

F
２
F

厨房とレストラン部分の間にはスクリーンと
しても使える、可動式のパーテーションが仕
掛けられており、３台のプロジェクターで映
写できるという優れもの。厨房部分が隠れる
ので、食堂としてだけでなく、いろいろなイ
ベントに使うことができて大変便利だ。うま
く設計したものだと感心してしまう。

可動式パーテーション

レストランではランチセットからアラ
カルトまで、約100種類もの多彩なメ
ニューが用意されている。４月からは
新メニューも登場するとのことで、楽
しみだ。単独で設けられたラーメンと
カレーのブースでは、以前と変わらな
い良心的な価格で、専門店の味覚を味
わうことができる。

ラーメン・カレー専門コーナー

トリノオリンピックに出場した　橋大
輔選手（文学部３年次生）の応援会が
行われたのもこのホール。中央に設置
された大型モニターには　橋選手の華
麗な演技が映し出され、学生・教職員
と報道陣であふれかえった会場は大き
な声援にわいた。

大型モニター

カット＆カラーの店VIVOは「安く早く上手に」をモットーにしている
おしゃれなヘアサロン。白を基調とした明るく、清潔感あふれる店内で
は、カット、カラー、ストレートパーマ、シャンプーの４種類のメニュ
ーがある。カットが1500円、カラーが2500円からなど、料金はどれ
もリーズナブルで、ストレートパーマ（6000円から）以外のメニュー
は全て1時間半以内で収めてもらえるため、空き時間に利用するにも便
利だ。また、リーズナブルな料金ながら、経験豊かな美容師さんがいろ
いろな要望に応じてくれるから安心である。

カット＆カラー「ＶＩＶＯ」

ボディーケアの店B,LAIRは、ネイルアートおよび最新式マッサージ
機によるリラクゼーションサービスとボディーケア用品の販売を行
っている。メニューは大きく分けてNAIL、FOOT、BODY、
FACE&HAIRの４種類で、料金はどれもリーズナブルだが、高い技
術を持つスタッフによって丁寧なサービスが受けられる。ネイルア
ートは、ペイントはもちろんのこと、ラインストーンや3Dなどの凝
ったデザインもＯＫ。特におすすめなのは、珍しいパラフィンパッ
ク（1050円から）。ビタミンや
コラーゲンがたっぷり含まれたパ
ラフィンに手を浸すパックで、美
白と潤い効果がある。

ボディーケア「Ｂ,ＬＡＩＲ」

書籍・教科書売場では、大学生活
に欠かせない教科書や書籍が約６
万冊取り揃えられ、定価よりも
10％近い割引価格で販売されて
いる。ただし、割引の特典が受け
られるのは、生協の会員に限定さ
れるのは言うまでもない。

書籍・教科書コーナー
中心に位置する物販コーナーには、
日常必需品の文具から、パソコン
等の電子機器、さらにはインター
ネット、パソコン相談コーナーや
メガネショップなどの販売スペー
スもあり、より充実したサービス
が提供される。

物販コーナー

相談・申し込みカウンターでは、
旅行、免許、講座、部屋探し、引
越し、証明写真、レンタル、名刺、
印刷、入学・卒業アルバム、生協
加入手続きなど、さまざまな用件
に応じてもらえる。

相談・申し込み
カウンター

ベーカリー＆カフェ「ＳＵＮＭＡＤＥ」

セルフエステでは、女性に大人気
のホームエステ商品が30分使いた
い放題。セルフエステといっても、
スタッフがきちんとカウンセリン
グを行い、その人の肌や髪の悩み
にあった美容器具を紹介、使い方
などもしっかりとアドバイスして
くれる。FOOTメニュー以外はすべ
て男性も利用することができる。

セルフエステ

４階は主に学生たちの課外活動用施設として、ミーティング
ルーム、小ホール、和室などがある。最大300人収容できる
ミーティングルームは、クラブやサークルの集会にもってこ
いである。映像機器が完備されているので、自作の映像や映
画の鑑賞会などにも利用できる。小ホールは音響、照明機器
が充実している。舞台もあり、最大120人が収容できるので、
音楽や演劇の公演も可能。和室は主に茶道、書道、邦楽、能
楽、落語など日本の伝統文化に関する団体が利用できる。

ミーティングルーム

４階からはテラスへ出ること
ができる。疲れたときはこの
テラスのウッドデッキに立
ち、深呼吸をしてみよう。気
持ちがリフレッシュされるこ
と請合いである。

テラス

風館のおすすめは、館内の充実
した店舗や施設だけではない。屋
上に上がれば、とめどない青空と、
都会らしからぬ空気を身近なもの
に感じられる空間に出会うことが
できる。ここで、語り合うもよし、
昼寝するもよし、それぞれの目的
に応じた空間を提供してくれる。
ここからは、大阪・梅田まで展望
でき、夜には昼間とは一味違う景
色が楽しめる。

屋上庭園「桜の園」

屋上庭園では、創立120周年にちなんで植え
られた120本の桜の木のほかに、四季折々の
草木が四季を通じて彩りを添える。しかもな
んとこの庭園は、大面積の屋根を全面的に緑
化することにより、夏場のヒートアイランド
現象の抑制にも役立っているというのだから
驚きである。ちなみに、屋上庭園の盛り土は
平均35㎝の深さだそうで、特別な軽量土壌が
使われているらしい。

四季の草木

マスコミ研究部
紹介

〈その他のパートの主な活動〉
映像パート：自分たちで映像を撮影、編集して作品を作る。

広告パート：キャッチコピー等のあらゆる広告をつくる。

夕刊パート：ディベートを行ったり、コラムを書く。

総勢約60人、刺激しながら、よりよいものをめざ
して頑張っている。

風館の2階・3階部分の愛称は、在学生から募集
し、応募総数延べ約2000点の中から厳選のうえ決定
した。
2階のレストランの愛称「ダイニングホール ディノ

ア」は、増原史子さん（本年3月社会学部卒）によっ
て名付けられたもの。「ディノア」は「ダイニング・
ノア」を略したもので、 風館がノアの箱舟をイメー
ジさせる形状であることから命名したそうだ。

3階フロアの愛称「生活応援プラザ カリオン」は、
近藤洋平さん（経済学部2年次生）が名付け親。「学生
にトータルでサービスを提供する場」という意味を込
めた「生活応援プラザ」に、 風館のシンボル「カリ
オン」を合体させたネーミングとのことである。
なお、最優秀賞に輝いた2人は、3月1日に開催され

た「関西大学生活協同組合・　風館新店舗披露パーテ
ィー」の席上で表彰を受けた。

３月１日、「学生たちのコミュニケーション広場の創出」を基本コンセプトとして、千里山キャンパス
の真ん中にオープンした総合学生会館「メディアパーク　風館」。各フロアには、これまでにはなかった
設備やサービスが盛りだくさん。そして、その裏側には環境への配慮もしっかり考えられている。
今回の特集では、マスコミ研究部（出版パート）のみなさんに学生の代表として、 風館の見どころを

余すところなく紹介してもらった。

※文中の価格はすべて
関西大学生活協同組
合員のもの。

３階南側の外壁面には、からくり
装置の「カリオン」が設置されて
いる。校章をあしらった扉が演奏
時に開き、朝、昼、夕刻などの時
報として、13個のベルが揺れな
がら学歌などを演奏する。 風館
のシンボルともいえる存在だ。

カリオン

（４）平成１８年（２００６年）４月１日第 ３３４ 号（５）



森森

図書館の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

サポーターとして応援に行こうサポーターとして応援に行こう�サポーターとして応援に行こう�

スタンドで声援をおくろう�スタンドで声援をおくろう�

新刊の�新刊の�

人権問題の�
冊子を�
配布�

関
西
大
学
図
書
館
が
大
阪
ミ

ナ
ミ
に
あ
る
大
丸
百
貨
店
南
館

七
階
で
「
お
お
さ
か
文
芸
書
画

展
」
を
開
催
し
た
の
は
平
成
六

年
九
月
で
あ
る
。図
書
館
が
「
大

阪
文
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し

て
収
集
し
て
き
た
大
阪
文
芸
に

関
す
る
膨
大
な
資
料
を
一
堂
に

展
示
し
た
。
大
阪
文
芸
書
画
の

展
示
と
し
て
は
空
前
絶
後
で
あ

っ
て
、
広
く
一
般
市
民
の
方
々

か
ら
称
賛
を
得
た
。
早
い
も
の

で
、
も
う
十
年
以
上
も
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
近
代

文
学
会
関
西
支
部
編
集
の
『
大

阪
近
代
文
学
事
典
』（
和
泉
書

院
）
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
、
近

く
『
大
阪
近
代
文
学
作
品
事

典
』
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
よ
う
や
く
学
界
で

も
大
阪
近
代
文
学
研
究
の
礎
が

で
き
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
回
の
春
季
特
別
展
で
は
、

「
大
阪
の
女
流
文
学
」
と
題
し

て
、
大
阪
に
生
ま
れ
育
っ
た
、

あ
る
い
は
大
阪
に
ゆ
か
り
の
あ

る
女
性
の
作
家
、
歌
人
、
俳
人

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
初
版

本
、
自
筆
原
稿
、
短
冊
、
色
紙

等
を
展
示
す
る
。

与
謝
野
晶
子
の
『
み
だ
れ

髪
』
は
、
自
由
奔
放
に
青
春
の

情
熱
と
人
間
賛
歌
を
歌
い
あ

げ
、
近
代
日
本
文
学
史
上
浪
漫

主
義
詩
歌
の
成
立
を
つ
げ
る
記

念
碑
的
歌
集
で
あ
る
。
与
謝
野

晶
子
と
同
じ
時
期
に
活
躍
し
た

の
が
石
上
露
子
（
い
そ
の
か
み

・
つ
ゆ
こ
）
で
あ
る
。
露
子
も

晶
子
と
同
様
に

詩
文
の
才
に
恵

ま
れ
、
新
詩
社

社
友
と
し
て

『
明
星
』
に
短

歌
を
発
表
す

る
。
山
崎
豊
子

の
小
説『
家
紋
』

の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
。

評
伝
『
明
治
の
女
性
た
ち
』

で
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
島
本
久
恵
は
、
浪
漫
的

抒
情
詩
人
と
し
て
有
名
な
河
井

酔
茗（
か
わ
い
・
す
い
め
い
）と

結
婚
し
、祖
母
、母
子
三
代
に
わ

た
る
自
伝
的
小
説
『
長
流
』全
十

巻
を
書
い
た
。
東
京
生
ま
れ
の

橋
本
多
佳
子
は
昭
和
四
年
に
大

阪
帝
塚
山
に
移
住
す
る
。
山
口

誓
子（
や
ま
ぐ
ち
・
せ
い
し
）に

師
事
し
、独
自
の
句
風
を
完
成
さ

せ
た
。
由
起
し
げ
子
は
戦
後
復

活
し
た
最
初
の
芥
川
賞
受
賞
作

家
で
あ
る
。山
崎
豊
子
、佐
藤
愛

子
、河
野
多
恵
子
、田
辺
聖
子
、富

岡
多
恵
子
等
は
文
壇
の
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
大
阪
の
女
流

作
家
で
あ
る
。

今
展
示
が
、
些
か
で
も
日
本

近
代
文
学
へ
の
誘
い
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
文
学
部
教
授

浦
西

和
彦
）

テ
ー
マ

大
阪
の
女
流
文
学

会
期

四
月
一
日
（
土
）
〜
五

月
二
十
一
日
（
日
）

時
間

十
時
〜
閉
館
一
時
間
前

会
場

総
合
図
書
館
一
階
展
示

室

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
期

待
と
不
安
を
胸
に
大
学
生
活
初

日
を
迎
え
た
こ
と
と
思
う
。
み

な
さ
ん
の
中
に
は
「
大
学
生
活

っ
て
ど
ん
な
感
じ
か
な
」「
ど
ん

な
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
が
あ
る

の
か
な
」「
留
学
に
興
味
あ
る
け

ど
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
」「
就
職
活
動
っ
て
ど
の
よ
う

に
す
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
疑
問
を
も
つ
人
も
い

る
だ
ろ
う
。

本
学
で
は
、
み
な
さ
ん
の
そ

の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
、
ス
ム

ー
ズ
な
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト

を
応
援
す
る
た
め
に
、
新
入
生

歓
迎
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ

ｒ
ｆ
ｕ
ｌ
Ｋ
ａ
ｎ
―
Ｄ
ａ
ｉ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
�
」（
略
し
て
�
パ
ワ

ｋ
ａ
ｎ
�
）
を
四
月
一
日
、
三

日
、
四
日
に
開
催
す
る
。

一
日
お
よ
び
四
日
に
は
、
本

年
二
月
に
竣
工
し
た
凜
風
館
の

一
階
に
お
い
て
、
学
生
サ
ー
ビ

ス
事
務
局
の
各
部
署
か
ら
留
学

や
就
職
、
課
外
活
動
に
お
け
る

学
生
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
お
よ
び
学
生
に
よ
る

課
外
活
動
団
体
の
紹
介
が
行
わ

れ
る
。

三
日
の
十
五
時
か
ら
は
中
央

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ト
リ
ノ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
�
橋
大

輔
さ
ん
を
は
じ
め
、
平
成
十
七

年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た

学
生
諸
君
の
表
彰
式
が
あ
り
、

そ
の
後
す
ぐ
に
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
（
対
大
阪
産
業
大
学
戦
）

が
行
わ
れ
る
。
み
ん
な
で
学
歌

や
逍
遥
歌
を
歌
い
、
関
大
生
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
ほ
し

い
。

新
し
い
環
境
に
一
日
も
早
く

慣
れ
、
楽
し
く
充
実
し
た
大
学

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ま
わ
り
の
友
達
に
も
声
を

か
け
て
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
で
参
加

し
て
ほ
し
い
。

学
生
生
活
を
有
意
義
に
、
楽

し
い
も
の
に
す
る
の
は
あ
な
た

自
身
だ
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

◆学生サービスのご紹介、
学生による課外活動のご紹介
「クラブ・サークルに入ろう�」プログラム

今
年
も
恒
例
の
「
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
四
月
十
八
日

（
火
）
か
ら
五
月
二
日
（
火
）

の
期
間
中
、
昼
休
み
を
中
心
に

開
催
さ
れ
る
。

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

第
一
部
文
化
会
に
所
属
し
て
い

る
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
本
学

の
文
化
芸
術
活
動
の
担
い
手
と

し
て
文
化
会
の
よ
り
一
層
の
結

束
を
図
り
、文
化
会
内
外
に
そ
の

日
常
の
活
動
成
果
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
的
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

総
合
図
書
館
前
の
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
っ
た
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
公
演
、
で

き
た
ば
か
り
の
凜
風
館
で
の
公

演
・
展
示
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
各
所

で
の
展
示
等
、
団
体
ご
と
に
趣

向
を
凝
ら
し
た
発
表
が
あ
る
。

文
化
会
全
体
の
統
一
企
画
と

し
て
は
、
文
化
会
音
楽
系
団
体

の
合
同
演
奏
会
や
、
伝
統
芸
能

系
団
体
に
よ
る
「
和
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」、「
愛
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
各
団
体
が
対
決
す
る

新
企
画
や
豪
華
商
品
が
当
た
る

参
加
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

文
化
会
各
団
体
協
力
の
も
と
内

容
の
充
実
し
た
多
様
な
企
画
を

行
う
。

ま
た
と
な
い
機
会
な
の
で
、

本
学
第
１
部
文
化
会
全
二
十
七

団
体
が
総
力
を
結
集
し
て
開
催

す
る
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
ほ

し
い
。詳
細
は
、文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会（
誠
之
館
三

号
館
新
館
一
階
文
化
会
本
部

室
）ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

（
学
生
生
活
課
）

○
商
学
部
教
授

伊
藤
健
市
訳

『
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
パ

イ
オ
ニ
ア

―
ク
ラ
レ
ン
ス
・

Ｊ
・
ヒ
ッ
ク
ス
伝
―
』

（
平
成
十
八
年
二
月
二
十
六
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二

千
百
円
�
税
込
�
）

○
法
学
部
教
授

孝
忠
延
夫
他

著

『
イ
ン
ド
の
憲
法

―
２１
世
紀

「
国
民
国
家
」
の
将
来
像
―
』

（
平
成
十
八
年
三
月
十
五
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二
千

九
百
四
十
円
�
税
込
�
）

○
名
誉
教
授

筒
井
脩
著

『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
お
け
る

N
ature

の
意
味
』

（
平
成
十
八
年
三
月
十
五
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二
千

九
百
四
十
円
�
税
込
�
）

○
名
誉
教
授

北
岡
正
子
著

『
魯
迅

救
亡
の
夢
の
ゆ
く
え

―
悪
魔
派
詩
人
論
か
ら
「
狂

人
日
記
」
ま
で
―
』

（
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二
千

九
百
四
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

川
神
傅
弘
著

『
サ
ル
ト
ル
の
文
学

―
倫
理

と
芸
術
の
は
ざ
ま
を
奏
で
る
受

難
曲
―
』

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
四

千
二
百
円
�
税
込
�
）

○
名
誉
教
授

丹
治
昭
義
訳
注

『
中
論
釈
明
ら
か
な
こ
と
ば
�
』

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
五

千
二
百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
名
誉
教
授

藤
善
眞
澄
著

『
参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
五

千
七
百
七
十
五
円
�
税
込
�
）

人
間
は
一
人
ひ
と
り
が
異
な

る
個
性
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い

る
。
誰
も
が
自
分
自
身
や
家
族

や
友
人
に
と
っ
て
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
で

も
な
お
出
身
・
民
族
・
障
害
・

性
な
ど
を
理
由
と
し
た
差
別
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
た
め

の
冊
子
『
共
に
生
き
る
』
を
配

布
す
る
。
読
み
や
す
い
冊
子
に

す
る
た
め
に
工
夫
を
し
て
い

る
。
新
し
く
関
西
大
学
で
学
ぶ

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し

い
。（

人
権
問
題
委
員
会
委
員
長

安
喜

博
彦
）

＊開催日時、会場等は予告なく変更され
ることがあります。詳細は各部へ問い合
わせてください。
�茶道部
スプリングフェスティバル
４／２（日）１０：００
本学 総合図書館裏 芝生広場

�写真部
学内展
４／５（水）～４／９（日）
本学 凜風館１階学生ラウンジ

�マンドリン倶楽部
第３６回大阪学生マンドリン連盟合同演
奏会
４／９（日）１７：００
大阪厚生年金会館大ホール

�演劇研究部「学園座」
新入生歓迎公演
４／２１（金）～２３（日）１３：００

本学 �風館４階小ホール
�将棋部
個人戦
４／２３（日）・３０（日）・５／１４

（日）
大阪市立大学
女流戦
５／１４（日）
大阪市立大学

�軽音楽部
新入生歓迎ライブ
４月下旬または５月上旬
本学 KUシンフォニーホール

�書道部
二回生展「芽吹」
５／１１（木）～５／１３（土）
本学 凜風館１階学生ラウンジ

四
月
一
日
か
ら
交
換
派
遣
留

学
生
春
募
集
（
韓
国
、
台
湾
、

メ
キ
シ
コ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
を
開
始
す

る
。
ま
た
、
こ
の
春
募
集
や
認

定
留
学
、
夏
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
以

下
の
と
お
り
開
催
す
る
。

「
春
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

日
時
四
月
二
十
六
日
（
水
）
十

二
時
三
十
分
〜
十
四
時
三
十
分

場
所
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
（
千
里

山
）、
Ｔ
Ｄ
１０６
教
室
（
高
槻
）
同

時
中
継

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー事

務
室
）

�野球部（関西学生野球六大学春季リーグ戦）�
場 所

西京極球場
西京極球場
西京極球場
西京極球場
南港中央球場
南港中央球場
西京極球場
西京極球場
甲子園球場
甲子園球場

対戦相手
京都大学
京都大学
同志社大学
同志社大学
近畿大学
近畿大学
立命館大学
立命館大学
関西学院大学
関西学院大学

時 間
１３：３０
１１：００
１３：３０
１１：００
１０：００
１２：３０
１３：３０
１１：００
１２：３０
１２：３０

日 時
４月１日（土）
４月２日（日）
４月８日（土）
４月９日（日）
４月２１日（金）
４月２２日（土）
４月２７日（木）
４月２８日（金）
５月１２日（金）
５月１３日（土）

�サッカー部（関西学生サッカー春季リーグ戦）�
日 時 時 間 対戦相手 場 所

４月２日（日）１２：００びわこ成蹊スポーツ大学 長居スタジアム

４月８日（土）１４：２０同志社大学 西京極総合運動公園
（補助競技場）

４月１５日（土）１４：２０大阪体育大学 高槻萩谷総合公園サッカー
場

４月１６日（日）１２：００桃山学院大学 高槻総合スポーツセンター
４月２３日（日）１４：２０大阪学院大学 長居第２陸上競技場
４月３０日（日）１２：００関西学院大学 長居第２陸上競技場
５月３日（水）１４：２０阪南大学 明石公園陸上競技場
５月７日（日）１２：００近畿大学 高槻総合スポーツセンター
５月１３日（土）１４：２０立命館大学 高槻総合スポーツセンター

４月１日（土）
１２：００～１６：００

（場所）凜風館１階
学生ラウンジ

プログラム

文化会

１２：３０～１３：３０
（各部署１０分）
学生生活課
キャリアセンター
国際交流センター
ボランティアセン
ター
スポーツ振興課

学術研究会

体育会

ボランティア

体育会

応援団

時間

１１：００

１２：００

１２：３０

１３：００

１３：３０

１４：００

１４：３０

１５：００

１５：３０

１６：００

１７：００

４月４日（火）
１１：００～１７：００

（場所）凜風館１階
学生ラウンジ

プログラム

学術研究会

ボランティア

文化会

体育会本部

１３：００～１４：００
（各部署１０分）
学生生活課
キャリアセンター
国際交流センター
ボランティアセン
ター
スポーツ振興課

学術研究会

応援団

体育会

ボランティア

文化会

応援団

時間

１１：００

１１：３０

１２：００

１２：３０

１３：００

１４：００

１４：３０

１５：００

１５：３０

１６：００

１７：００

楽
し
い
学
生
生
活
は
あ
な
た
自
身
で

２１
ｔ
ｈ
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

交
換
派
遣
留
学
生
の

春
募
集

平成１９年度

〜
青
春
☆
火
傷
す
る

ほ
ど
文
化
熱
〜

４
月
１８
日

〜
５
月
２
日

課外活動行事予定（４月１日～５月１５日）

大
阪
に
ゆ
か
り
の
あ
る

女
流
作
家
ら
に
ス
ポ
ッ
ト

特
別
展「
大
阪
の
女
流
文
学
」

（６）平成１８年（２００６年）４月１日第 ３３４ 号
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副
学
長

小
幡

斉

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
前
に
、
勉
学
へ
の
夢
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
夢
に
心
お
ど
ら
せ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

本
学
で
は
、
み
な
さ
ん
が
今
後
四
年
間
の
大
切
な
時
間
を
充

実
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
ま
ず
、
新
学
年
の
始
ま
り
に
あ
た

っ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
を
設
け
、
学
部
ご
と
の
案
内

と
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

本
学
で
は
人
権
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
か
ね
て
か
ら
そ

の
教
育
、
研
究
に
全
学
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
こ
で

本
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
に
も
、
そ
の
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
を
願
い
、「
新
入
生
歓
迎
特
別
行
事
」
と
し
て
、
人

権
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
や
映
画
会
を
催
し
て
い
る
。
本
年

は
こ
こ
に
紹
介
す
る
よ
う
な
内
容
の
催
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
積
極
的
に
参
加
し
、
関
大
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
共
有
し
て
、
有
意
義
な
学
園
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
も
ら
い
た
い
。

私
は
、
こ
の
二
十
年
余
り
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

最
初
は
、
大
学
の
教
師
と
し
て
、
現
在
は
、
下
町
の
弁
護
士

と
し
て
。
と
こ
ろ
で
、
人
権
と
い
う
言
葉
は
、
人
間
の
権
利

（
�
正
し
さ
）
を
意
味
す
る
が
、
法
学
部
に
限
ら
ず
、
大
学

は
人
間
に
関
す
る
真
理
を
探
求
す
る
場
所
で
あ
る
と
思
う
。

そ
の
中
で
、
特
に
、
人
間
の
「
権
利
」（
正
し
さ
）
を
法
学

部
で
学
ぶ
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
正
議
論
と

い
う
哲
学
を
学
び
、
権
利
に
つ
い
て
記
し
た
条
約
、
憲
法
、

法
律
の
文
言
を
覚
え
、
裁
判
所
や
国
連
の
機
関
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
文
言
に
与
え
ら
れ
た
解
釈
を
知
る
こ
と
。
そ
れ

が
、
人
権
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
重
要
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
人
間
の

尊
厳
が
傷
つ
け
ら
れ
た
場
合
の
「
恨
（
ハ
ン
）」
の
深
さ
を
理

解
す
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

講
演
で
は
、
そ
の
こ
と
の
意
味
を
、
こ
れ
か
ら
大
学
で
学

ぶ
み
な
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（
講
師
に
よ
る
講
演
要
旨
）

【
日
時
】
四
月
三
日
（
月
）
十
三
時
三
十
分
か
ら

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
学
舎

Ａ
２００
教
室

【
講
師
】
弁
護
士

遠
藤

比
呂
通
氏

「
現
存
の
状
態
を
よ
り
好
ま
し
い
も
の
に
変
え
る
べ
く
行

為
の
道
筋
を
考
案
す
る
も
の
は
、
だ
れ
で
も
デ
ザ
イ
ン
活
動

を
し
て
い
る
」（
サ
イ
モ
ン
）と
言
わ
れ
る
。
新
入
生
の
み
な
さ

ん
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
、
新
た
に
本
気
で
自
分
の
人
生
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
、「
自
分
自
身
の
変
化
」
を
強
く
志
向
す
る
文
学

部
の
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
、
今
年
は
、
わ
が
国
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
氏
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

コ
シ
ノ
氏
は
、
有
名
な
コ
シ
ノ
三
姉
妹
（
ヒ
ロ
コ
・
ジ
ュ

ン
コ
・
ミ
チ
コ
）
の
長
女
で
、
大
阪
・
岸
和
田
市
の
出
身
。

文
化
服
装
学
院
在
学
中
に
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
の
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
を
受
賞
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
国
内

外
で
華
々
し
い
、
極
め
て
堅
実
な
活
躍
を
し
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
め
ざ
す
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
後
の
苦

労
、
現
在
の
幅
広
い
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を
通
し
て
、

今
の
世
代
に
思
う
こ
と
・
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
土
）
十
三
時
か
ら

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
学
舎

Ａ
２００
教
室

【
講
師
】
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
氏

昭
和
六
十
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
て
二
十

年
に
な
る
。
途
中
で
法
改
正
も
あ
っ
た
が
、
学
生
の
就
職
で

は
、
女
性
は
一
般
職
、
男
性
は
総
合
職
と
し
て
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
募
集
、
採
用
、
賃
金
、
昇
進
、
研
修
等
の
機

会
均
等
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
る
。

北
川
さ
ん
は
、
住
友
金
属
工
業
大
阪
本
社
に
お
い
て
結
婚

後
も
働
き
つ
づ
け
る
道
を
選
ん
だ
最
初
の
女
性
社
員
で
あ
っ

た
。
彼
女
は
、
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
仕
事
ぶ

り
に
関
係
な
く
最
低
評
価
に
押
し
込
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に

異
を
唱
え
て
提
訴
し
た
。
そ
の
後
十
年
に
わ
た
る
裁
判
を
経

て
、
大
阪
地
裁
は
、
昨
春
、
原
告
四
人
の
訴
え
を
認
め
、
本

来
得
ら
れ
た
は
ず
の
賃
金
と
の
差
額
な
ど
計
約
六
千
三
百
万

円
の
支
払
い
を
会
社
に
命
じ
た
。
こ
の
判
決
は
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
同
年
三
月
三
十
一
日
の
朝
日
新
聞

の
社
説
は
「
こ
ん
な
企
業
は
時
代
遅
れ
」
と
書
い
た
。

講
演
で
は
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
女
性
と
し
て
民
間
企
業

で
働
き
つ
づ
け
る
こ
と
の
困
難
と
誇
り
に
つ
い
て
話
し
、
日

本
の
職
場
の
明
日
を
考
え
る
。

【
日
時
】
四
月
三
日
（
月
）
十
一
時
か
ら

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
学
舎

Ｅ
３０１
教
室

【
講
師
】
北
川

清
子
氏

文
化
、
学
術
、
経
済
な
ど
、
ど
の
分
野
を
と
っ
て
も
、
今

や
そ
の
舞
台
は
地
球
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
平
和
と
繁
栄
は
、
私
た
ち
が
世
界
の
国
々
と
い
か
な

る
関
係
を
構
築
し
て
い
く
の
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
若
い
世
代
は
、
こ
う
し
た
役
割
を
積
極
的
に
担
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
異
文
化
理
解

を
深
め
、
国
際
的
視
野
を
涵
養
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
異
文
化
理
解
や
異
文
化
交
流
の
重

要
性
の
一
端
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
本
年
度
の
講
演

会
の
講
師
に
は
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
八
木
早
希
氏
を

迎
え
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
生
ま
れ
の
八
木
さ
ん
は
、
子
供
時
代
の
六

年
間
を
米
国
で
、
そ
し
て
三
年
間
を
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
生
活

し
た
と
い
う
経
験
を
も
つ
。
そ
の
豊
富
な
異
文
化
体
験
は
、

担
当
し
て
い
る
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
番
組
の
中
で
も
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
、
視
聴
者
や
リ
ス
ナ
ー
の
幅
広
い
支
持
を
得

て
い
る
。
こ
の
講
演
が
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
世

界
と
日
本
を
見
つ
め
な
お
す
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
土
）
学
部
案
内
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
学
舎
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００

【
講
師
】
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

八
木

早
希
氏

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
を
納
税
者
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、「
障
害
」
を
持
つ
人
た
ち
の
社
会
参
加
を
進
め
、
と
り
わ

け
Ｉ
Ｔ
関
連
の
仕
事
に
つ
い
て
も
ら
う
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
竹
中
ナ
ミ
さ
ん
が
ス
ピ
ー
カ
ー
。
彼
女
は
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
と
し
て
だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
社

会
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
）
を
つ
く
ろ
う
と
ガ
ン
バ
ッ
て
い

る
元
気
ウ
ー
マ
ン
。

東
晋
平
さ
ん
は
、
人
間
の
た
め
の
社
会
、
よ
り
住
み
や
す

い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
点
で
、
竹
中
さ
ん
に
も
負

け
ず
に
精
力
的
に
行
動
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
メ
デ

ィ
ア
の
現
状
を
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
人
間
の
た
め
に
あ
る

べ
き
」
と
い
う
立
場
か
ら
と
ら
え
、
若
者
の
生
き
方
と
メ
デ

ィ
ア
と
の
つ
き
あ
い
方
を
提
起
し
て
く
れ
る
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
土
）
入
学
式
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
３
学
舎

【
講
師
】
社
会
福
祉
法
人
プ
ロ
ッ
プ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
理
事

長

竹
中
ナ
ミ
氏
（
社
会
学
／
社
会
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
専
攻
・
１０１
教
室
）

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

東

晋
平
氏
（
心
理

学
／
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻
・
ソ

シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
）

「
凶
悪
な
少
年
犯
罪
が
増
加
し
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

凶
悪
な
少
年
犯
罪
が
お
こ
る
と
、
専
門
家
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
に
よ
る
、
犯
罪
の
原
因
究
明
が
必
死
に
な
っ
て
行
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
な
ど

の
「
メ
デ
ィ
ア
暴
力
」
に
問
題
が
あ
る
と
声
を
大
に
し
て
叫

ば
れ
る
。
み
な
さ
ん
の
中
に
は
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
に
長
時
間

接
し
て
き
た
人
も
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
、
凶
悪
犯
罪
に
手
を
染
め
ず
に
今
日
ま
で
至
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
は
、
日
常
の
あ
た
り
ま

え
の
生
活
感
覚
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ

が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
た
り
ま
え

の
生
活
感
覚
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
を
子
ど
も
の
立
場

に
お
く
こ
と
や
自
分
の
中
に
あ
る
子
ど
も
の
立
場
に
立
つ
こ

と
で
、
子
ど
も
の
と
ら
え
方
が
広
が
り
を
も
つ
。
身
の
周
り

の
で
き
ご
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
、

人
権
の
視
点
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。

【
日
時
】
四
月
三
日
（
月
）
十
三
時
か
ら

【
場
所
】
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟
情
報
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

【
講
師
】
井
上

寿
美
氏

コ
ウ
ノ
ト
リ
（
キ
コ
ニ
ア
・
ボ
イ
キ
ニ
ア
）
は
渡
り
鳥
だ

が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
日
本
国
内
で
も
各
地
に
生
息
し
て
い

た
。
明
治
維
新
以
後
の
狩
猟
解
禁
や
生
息
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
急
激
に
減
少
し
、
江
戸
天
保
年
間
以
来
、
独
自
の
保
護

を
し
て
き
た
兵
庫
県
北
部
の
豊
岡
地
方
が
最
後
の
生
息
地
と

な
っ
た
。
里
山
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
水
辺
環
境
が
豊
富
な
餌

生
物
を
提
供
し
、
山
麓
の
赤
松
の
樹
上
で
営
巣
し
て
鶴
の
巣

籠
り
と
称
さ
れ
住
民
に
温
か
く
見
守
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
営
巣
木
の
松
の
伐
採
や
、
戦
後

の
土
地
改
良
に
よ
る
水
田
の
乾
田
化
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
な
ど
の
農
業
の
近
代
化
、
生
活
雑
排
水
な
ど
で
水
辺
環

境
の
汚
染
が
急
激
に
広
が
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は
じ
め
多
く

の
野
生
生
物
の
生
存
を
危
う
く
し
た
。
昭
和
三
十
年
以
来
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
保
存
と
再
生
に
取
り
組
み
、
平
成
元
年
よ
う
や

く
飼
育
下
で
の
繁
殖
に
成
功
し
、
保
護
増
殖
が
進
展
し
、
昨

年
漸
く
に
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
め
ざ
し
試
験

放
鳥
を
し
た
。
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
環
境
の
創
造
を
め

ざ
し
て
い
る
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
土
）
入
学
式
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館

【
講
師
】
豊
岡
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

松
島
興
治
郎
氏

現
代
は
個
人
の
能
力
と
実

力
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
時
代

で
す
。
新
入
生
の
み
な
さ
ん

は
、
大
学
生
活
の
中
で
将
来

飛
躍
す
る
た
め
の
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
に
、
強

い
意
欲
と
期
待
を
持
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
年

次
生
か
ら
専
門
的
な
資
格
取

得
や
国
家
試
験
合
格
の
実
力

を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を

開
い
て
い
ま
す
。
卒
業
後
の

可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
る

た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で

受
講
で
き
る
英
語
講
座

多
く
の
企
業
で
昇
進
要
件

と
さ
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

と
留
学
に
必
須
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
�
の
各
テ
ス
ト
対
策
コ
ー

ス
で
、
実
力
に
合
っ
た
ク
ラ

ス
を
受
講
し
、
真
の
英
語
力

を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た

情
報
処
理
講
座

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
な
ど
ス
キ
ル

習
得
を
目
的
と
す
る
コ
ー
ス

と
、パ
ソ
コ
ン
検
定
、
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
、
初
級
シ
ス
テ

ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
、

基
本
情
報
技
術
者
な
ど
の
試

験
対
策
コ
ー
ス
を
開
講
。

公
務
員
受
験
を

早
期
か
ら
支
援

「
公
務
員
講
座
」
は
、
入

門
か
ら
順
次
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
で
き
る
多
彩
な
コ
ー
ス
を

開
講
。
特
に
将
来
国
家
公
務

員
�
種
を
志
望
す
る
人
に

は
、
一
年
次
か
ら
「
入
門
講

座
」
を
受
講
す
る
こ
と
を
す

す
め
ま
す
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受
験
を

簿
記
検
定
講
座
か
ら
支
援

「
公
認
会
計
士
入
門
講

座
」
で
は
必
須
科
目
の
基
礎

を
学
び
、
難
関
突
破
に
向
け

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
、

税
理
士
試
験
の
必
須
科
目
で

あ
る
簿
記
論
と
財
務
諸
表
論

の
二
コ
ー
ス
を
設
け
、
早
期

合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
難
関
資
格
を

め
ざ
す
足
が
か
り
と
し
て「
簿

記
検
定
講
座
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

司
法
講
座
で
法
曹
を
め
ざ
す

「
司
法
講
座
」
で
は
、
法

科
大
学
院
入

試
対
策
講

座
、
現
行
司

法
試
験
対
策

講
座
、
司
法

書
士
対
策
講

座
を
開
講
。

法
律
家
に
必

要
な
知
識
の

習
得
を
初
歩

か
ら
学
ぶ
知

識
習
得
型
の

講
座
か
ら
、
学
ん
だ
知
識
を

実
践
的
に
活
用
す
る
答
案
練

習
型
の
講
座
ま
で
幅
広
く
展

開
し
、
最
終
的
に
本
試
験
合

格
レ
ベ
ル
の
力
を
養
成
し
ま

す
。

知
的
財
産
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

弁
理
士
を
め
ざ
す

「
弁
理
士
講
座
」
で
は
、

昨
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る

基
本
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
論

文
基
礎
・
短
答
式
対
策
コ
ー

ス
を
新
設
し
、
国
家
資
格
の

弁
理
士
試
験
合
格
を
め
ざ
し

ま
す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

資
格
試
験
対
策
講
座

「
宅
建
」「
総
合
旅
行
」「
通

関
士
」「
色
彩
検
定
」「
社
会

保
険
労
務
士
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
＋
二
級
Ｆ
Ｐ
技
能

士
）」
な
ど
の
各
種
資
格
試
験

対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
等
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法

務
検
定
三
級
対
策
講
座
」
を

新
設
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
就
職
も
サ
ポ
ー
ト

「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
」
で
は
、「
新
聞
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
」
「
出
版
・
広

告
」「
放
送
」
の
業
界
別
ク
ラ

ス
に
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
業
界

志
望
者
に
必
要
な
能
力
を
養

成
し
、
将
来
の
進
路
に
向
け

た
準
備
を
支
援
し
ま
す
。

四
月
一
日
（
土
）
は
、
新

関
西
大
学
会
館
南
棟
一
階
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ビ

ー
で
受
講
申
し
込
み
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
事
務
室
（
社
会
学

部
学
舎
内
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
事
務
室
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
事
務
室
（
天
六
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
は
随
時
受
講
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
講
座
案
内
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
）
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ
�
０６
―

６
３

６
８
―

０
７
２
１

平
成
十
八
年
度

関
西
大
学
お
お
さ
か
文
化
セ

ミ
ナ
ー
（
前
期
講
座
）

大
阪
府
立
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
と
、
一
般
社
会
人
を
対

象
に
共
催
。
五
月
と
六
月
の

火
曜
日
（
全
五
回
）、
時
間
は

十
八
時
半
か
ら
（
九
十

分
）。
会
場
は
天
六
キ
ャ
ン
パ

ス
。
日
程
、
内
容
な
ど
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp�
��w
w
w
.k
an
sai�
u
.

ac.jp�exten
sion

）
に

て
公
開
。

問
い
合
わ
せ

リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

新
入
生
歓
迎

特
別
行
事

学学
園園
生生
活活
をを
有有
意意
義義
にに

若
い
世
代
の
異
文
化
交
流

―
英
語
、韓
国
語
、標
準
語
、大
阪
弁
と
私
―

商 学 部

人
権
に
つ
い
て
い
か
に
学
ぶ
か

す
べ
て
の
人
が
誇
り
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
に

誰
も
が
�
メ
デ
ィ
ア
�
と
し
て
生
き
る
時
代

法 学 部

社 会 学 部

可能性を広げるため
ぜひ活用を

私
に
と
っ
て
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
子
ど
も

―
子
ど
も
は
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
―

文 学 部

総合情報学部

女
性
と
し
て
働
き
つ
づ
け
て

豊
岡
の
挑
戦

―
人
と
自
然
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
―

経 済 学 部

工 学 部

平成１８年（２００６年）４月１日第 ３３４ 号（７）



関
大
タ
イ
ム
ス(h

ttp
:/ /w

w
w
.u
n
n
-

n
e
w
s.c
o
m
/ku
-tim
e
s/

）
は
主
に
関
大
生
の

活
躍
を
追
い
か
け
る
「
報
道
」
サ
ー
ク
ル
だ
。

年
七
回
の
新
聞
発
行
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
情
報
発
信
が
主
な
活
動
。
取
材
の
対
象
は

「
大
学
生
」
に
関
係
す
る
こ
と
す
べ
て
。

ス
ポ
ー
ツ
を
追
い
か
け
て
も
い
い
し
、
演
劇

や
演
奏
会
に
行
っ
て
も
い
い
。
世
界
に
誇
れ
る

よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
教
授
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。「
関
大
の
学
生
っ
て
、

ど
ん
な
音
楽
が
好
き
な
の
か
な
あ
」
と
思
っ
た

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
も
い
い
。

つ
ま
り
は
、
何
を
や
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ

と
。
自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
、
他
の
人

に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が

目
的
だ
。
こ
の
自
由
さ
は
他
に
は
な
い
関
大
タ

イ
ム
ス
の
魅
力
。「
楽
し
く
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
関
大
タ
イ
ム
ス
は
Ｕ
Ｎ
Ｎ
関
西
学
生

報
道
連
盟
に
加
盟
し
て
お
り
、
こ
の
連
盟
を
基

盤
に
、
関
関
同
立
は
も
ち
ろ
ん
、
京
都
大
学
や

神
戸
女
学
院
大
学
な
ど
、
関
西
の
十
一
大
学
と

一
緒
に
活
動
中
だ
。
各
大
学
と
情
報
交
換
を
す

る
と
と
も
に
、
共
同
取
材
を
す
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
中
で
大
学
を
越
え
た
友
人
が
で
き
る
の
も

魅
力
だ
。

取
材
以
外
に
も
、
昨
年
は
女
子
ア
ナ
を
招
い

て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
連
盟
で
一
丸
と
な
っ
て
企
画
、
運
営
し
て
大

成
功
を
収
め
た
。
先
輩
の
中
に
は
、
新
聞
社
や

放
送
と
い
っ
た
マ
ス
コ
ミ
系
企
業
に
就
職
し
た

人
も
い
る
の
で
、
就
職
活
動
に
も
有
利
な
の
は

間
違
い
な
し
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
私
た
ち
の
活
動
に
興

味
を
持
っ
た
人
は
、
タ
イ
ム
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
へ
。（

社
会
学
部
三
年
次
生
　
大
畠
　
真
美
）

私
た
ち
K
T
B
関
西
大
学
高
槻
放
送
局
は
名

前
の
と
お
り
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
し
て

い
る
放
送
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
は
昼
休
み
の
学
内
放
送
を
行
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
活
動
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
音
声
や

映
像
の
番
組
制
作
、
放
送
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
内
に
は
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
班
と
技
術
班
が
あ
り
、
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
作
品
を
作
っ
て
い
る
。

私
た
ち
に
は
一
年
に
二
つ
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
。
一
つ
目
は
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
で
あ
る
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
五
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

が
あ
り
、
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
ス
テ
ー
ジ
企

画
に
D
J
番
組
で
参
加
し
て
い
る
。
新
入
局
員

も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
で
、
サ
ー
ク

ル
の
雰
囲
気
に
早
く
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。

二
つ
目
は
放
送
祭
と
い
っ
て
そ
の
年
の
集
大

成
と
も
い
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
他
大
学
の
放
送

団
体
を
招
待
し
て
自
分
た
ち
の
作
品
を
発
表
す

る
場
で
あ
る
。
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
技
術
を

使
い
、
全
局
員
が
協
力
し
て
作
品
を
制
作
す
る
。

そ
の
な
か
で
毎
年
続
い
て
い
る
目
玉
企
画
の
一

つ
に
一
、
二
年
次
生
が
担
当
す
る
報
道
番
組
が

あ
る
。
本
番
は
生
放
送
な
の
で
当
日
の
早
朝
に

担
当
局
員
が
集
ま
り
、
新
聞
に
目
を
通
し
そ
の

日
の
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
や
資
料
を
作
る
。
ス
タ
ッ

フ
み
な
が
呼
吸
を
合
わ
せ
て
生
番
組
を
作
る
の

は
大
変
だ
が
、
い
い
経
験
が
で
き
る
と
思
う
。

し
ゃ
べ
る
こ
と
、
音
楽
、
映
画
、
興
味
が
あ

る
分
野
が
違
っ
て
も
何
か
を
作
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
同
じ
な
ら
き
っ
と
良
い
モ
ノ
が
作
れ

る
。
自
分
の
趣
味
に
走
っ
て
も
、
コ
ン
テ
ス
ト

に
向
け
て
制
作
し
て
も
い
い
。
K
T
B
で
は
や

る
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
。

(

総
合
情
報
学
部
三
年
次
生
　
嘉
本
　
竜
文)

わ
れ
わ
れ
K
B
C
関
西
大
学
放
送
研
究
会

は
、
毎
日
昼
休
み
に
、
関
大
生
に
向
け
て
の
音

楽
番
組
を
制
作
・
放
送
し
た
り
、
そ
の
ほ
か
音

声
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
で
あ
る
。
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
部
・
ミ
キ
サ
ー
部
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
部

に
所
属
す
る
。
各
部
は
互
い
に
協
力
し
合
い
、

日
々
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
活
動
は
、
常
に
団
体
戦
で
あ
る
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
番
組
の
骨
組
み
を
作
り
上
げ

る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
番
組
の
個
性
を
よ
り
深

め
る
。
そ
し
て
、
ミ
キ
サ
ー
の
手
で
リ
ス
ナ
ー

の
耳
に
届
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
し
で
も
足

並
み
が
揃
わ
な
い
と
、
す
ぐ
に
ほ
こ
ろ
び
が
で

き
て
し
ま
う
。
一
見
地
味
に
見
え
る
よ
う
な
活

動
で
も
、
す
べ
て
が
番
組
の
完
成
に
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
る
。
学
生
生
活
に
欠
か
せ
な
い
で

あ
ろ
う
団
結
力
、
そ
し
て
達
成
感
が
こ
こ
に
は

あ
る
。

こ
こ
に
集
ま
る
人
び
と
は
み
な
個
性
的
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
よ
っ
て
互
い
を
刺
激
し
あ

い
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
個
性
こ

そ
が
、
K
B
C
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
私
た
ち
を
よ
り
高
め
て
く
れ
る
も
の
な

の
だ
。
個
性
的
な
人
間
た
ち
が
作
っ
た
番
組
は

や
は
り
個
性
的
な
も
の
だ
。
き
っ
と
毎
日
放
送

す
る
番
組
の
中
で
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
が

で
き
る
に
違
い
な
い
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
な

が
ら
友
達
と
楽
し
い
昼
休
み
を
送
っ
て
い
る
と

き
、
耳
を
傾
け
て
み
て
ほ
し
い
。
い
つ
も
「
気

持
ち
の
い
い
昼
休
み
を
」
と
い
う
気
持
ち
を
こ

め
て
作
り
上
げ
る
、
私
た
ち
の
音
が
そ
こ
に
は

あ
る
。

(

文
学
部
三
年
次
生
　
東
元
加
奈
枝)

関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
で
は
、
体
育
会
四
十

五
部
の
活
躍
を
取
材
し
、
年
六
回
体
育
会
機
関

紙
「
カ
ン
ス
ポ
」
を
作
成
、
発
行
し
て
い
る
。

ア
メ
フ
ッ
ト
、
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
…
。
普
段

は
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
大
学
ス
ポ
ー
ツ
。
そ

の
戦
い
の
熱
さ
、
興
奮
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝

え
、
活
躍
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
私
た
ち

関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
の
役
目
で
あ
る
。

や
る
こ
と
は
プ
ロ
の
記
者
と
同
じ
で
あ
る
。

試
合
を
見
て
、
活
躍
し
た
選
手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
行
く
。
も
ち
ろ
ん
注
目
競
技
で
あ
れ
ば
プ

ロ
の
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
肩
を
並
べ
取
材
活

動
を
行
う
。
そ
し
て
自
分
の
目
で
見
た
試
合
の

様
子
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
、
こ
れ
ま
で
の

試
合
の
デ
ー
タ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
材
料
を
使
い
、

一
つ
の
記
事
に
仕
上
げ
る
。
新
聞
掲
載
の
記
事

に
は
一
週
間
も
の
時
間
を
費
や
す
。
だ
か
ら
こ

そ
記
事
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
近
の
本
学
体
育
会
の
活
躍
は
目
覚
し
い
。

世
界
に
活
躍
の
舞
台
を
広
げ
る
選
手
も
増
え

た
。
そ
ん
な
中
、
私
た
ち
の
取
材
活
動
も
日
本

全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。

二
月
に
行
わ
れ
た
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、

橋
大
輔
選
手
の
密
着
取
材
の
た
め
イ
タ

リ
ア
・
ト
リ
ノ
に
行
く
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

関
大
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
、
活
動
は
さ
ら
に
広

が
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
が
あ

る
人
は
ぜ
ひ
関
大
ス
ポ
ー
ツ
に
入
り
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
の
記
者
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
新
入
生
に
は
、「
カ
ン
ス
ポ
」
を
手
に
と
っ

て
見
て
も
ら
い
た
い
。
き
っ
と
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
と
の
出
会
い
が
あ
る
と
思
う
。

（
商
学
部
三
年
次
生
　
西
口
　
晃
生
）
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バ
タ
フ
ラ
イ
は
平
泳
ぎ
か

ら
生
ま
れ
た
泳
法
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
の

で
は
な
い
か
。
あ
る
選
手

が
、
カ
エ
ル
足
の
ま
ま
水
上

で
腕
を
返
す
泳
法
を
編
み
出

し
た
の
は
、
一
九
三
三
年
の

こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
平
泳

ぎ
規
則
の
裏
を
か
く
こ
の
泳

ぎ
に
は
、
従
来
の
平
泳
ぎ
に

こ
だ
わ
る
人
び
と
の
抵
抗
も

あ
っ
た
ら
し
い
。
実
際
日
本

で
も
、
子
供
が
こ
の
新
泳
法

を
泳
ぐ
こ
と
を
一
時
期
禁
止

し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
新

泳
法
は
少
し
ず
つ
広
が
り
、

地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
ド
ル
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク

と
の
組
合
せ
に
よ
り
、
美
し

く
躍
動
感
の
あ
る
、
現
在
の

バ
タ
フ
ラ
イ
へ
と
進
化
を
と

げ
た
。

規
制
を
か
い
く
ぐ
る
工
夫

と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
。
こ

れ
は
ど
こ
か
の
国
の
金
融
市

場
と
似
て
は
い
な
い
か
。
無

論
、
潜
水
泳
法
の
よ
う
に
、

規
則
で
禁
止
さ
れ
る
こ
と
が

妥
当
な
「
工
夫
」
も
あ
っ
た

こ
と
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
が
。

（
本
西

泰
三
）
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